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海洋観測デー タサー ビ ス の現状と展望
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1． はじめに

　近年の気候の 大きな変化を科学的により正確に理

解 し，大きな変化が危惧される将来気候の予測の確度

を高めるため，大気や海洋の長期変化を捉えるこ との

出来る観測データや再解析データが望まれて い る．長

期気候変動に対する海洋変動の 寄与は大きい ため，特

に水温観測デー
タは重要である．現状の海洋表層水温

観測データベ ース では，第 2 次世界大戦以前の 観測デ
ー

タが非常に少ない こと （図 D ， メタ情報が適切でな

い こ と ， 重複デー
タが多い こと ， 品質管理 が不十分で

不適切なデー
タが多い こ と等の 問題が指摘されてお

り， 長期的な海洋水温変動を推定した結果には大きな

不確実性を伴 う．そこで ， 歴史的海洋観測デー
タ の レ

ス キ ュ
ー

と品質管理 を改善する こ とを 目的 とした国

際的なプ ロ ジ ェ ク ト lnternational　Quality　oorTtrolled

ODean　Database（IQuOD）が発足 し， 海洋観測デー
タベ

ー
ス の再構築が具体化してきて い る．

　海洋表層水温データベ ース には先に述ぺ た問題点

があるため，デー
タベ ー

ス の観測デー
タに対 し，世界

各国の 各研究機関が彼 らの E的に応 じて 様 々 な品質

管理 を行 っ てお り， そ の 中には公 開して い るデー
タも

ある．そこで，海洋観測デー
タサ

ー
ビス の現状とこれ

か らの 展望につ い て発表する，

2．海洋データ収集と海瀚 則データサービス

海洋は観測機会が少ない ことか ら， 観測 日から
一定

期間すぎた観測デー
タは ，

ユ ネス コ 政府間海洋学委員

会 （UNESCO ’

s　 ln砌gov  men 観 （iCeanographic
C｛rmmission ： 1  ）で国際問の海洋データ ・情報の交

換を促進する こ とを 目的 と して 設置され た国際海洋

デー
タ ・情報交換シ ス テ ム （lnternational　Ocean〔脚 hic

D晦 and 　In飴m 闘 on　Excha  e ：10DE）の下で各国の海

洋デー
タセ ン タ

ー
を経由 して 米国国立海洋デー

タ セ

ン タ
ー

（N磁 ona10   Data　Cen魯r：NODC ）および世

界デー
タセ ン タ

ー（World　Data　Ceriter　fbr（）ceanography ：

WDC ）に集積 され ， 公開 される．こ こ では ， 水温や

塩分の物理項目に加え， 生物化学項 目も集められ る．

そのデータに は品質管理が施され，フ ラグとしてその

結果が付加 されて公開される．そ の ため， 悪い フ ラグ

で あっ て もユ ーザの用途 に合えば そ のデータ が利用

で きるよ うになっ て い る．
一
方，GTS に流通する海洋データに品質管理を実施

して 公 開する 全球水温塩 分プ ロ フ ァ イ ル 計画 （Global

TempemmSatinity　Profile　Pr（｝gtam：GlrSPP）にも水温

と塩分に限りデータが集約され，公開される．GTSPP

は WMO と 1  の 共同プ ロ ジ ェ ク トで あ り，よ り良

いデータをよ り早く簡単にユ ーザが利用で きるよ う

にするこ とを 目的として い る．

気候変動予測モ デル 等の入力データと して ，これら

の 二 っ のデータベ ース が利用されるこ とが多い ，ただ

し，デー
タペ ー

ス で 品質管理 を実施して も先に述べ た

重複デー
タ の存在や不適切なデー

タの 存在等の 問題

によ り， 目的には不十分である こ とが多い ため ， 各研

究機関で 目的に応 じた品質管理を実施して い る．そ の

中には ， 品質管理結果を添えて デー
タセ ッ トとして 公

開する研究機関もある （表 1）．この よ うな品質管理 に

は労力 と時間がかかるため，研究者個人で行 うの は難

しく，
こ れ らの サービ ス が利用され て い るが ， 検索や

ダウ ン ロ ー
ドに時間がかかる等使 い 勝手が悪い の が

現状である．また， 海洋観測デー
タは観測機関や責任

者の好意で提供されるため．よ り多くのデータを収集

するために はデー
タ提供者 へ の フ ィ

ー ドバ ッ ク も必

要で ある．海洋表層水温データは気候変動だけで なく，

海洋の生物化学研究にも重要なデータで あ り，データ

提供者 と利用者 の 利益に配慮 した使い勝手 の 良い サ
ー

ビス が求められて い る，これを実現するこ とは現在

指摘されてい る問題 の 再発 も防ぐこ とに繋がる．
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図ユ H翩 D 奪 1亅用して い る 1900年以降の 水温プ ロ フ

ァ イ ル デー
タ時系列 ．色は観測機器を表 して い る．

（Ati（inson　et　aL　2014より引用）

表 1 ：海洋観測データサービ ス の例
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